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１．ＡＩに取り組むＡＳＰＩＣ

• ＡＳＰＩＣとは

– クラウドサービス（特にＳａａＳ）事業者の団体

– １９９９年設立

– 総会員数：1200超（正会員：130）
– 主な事業：

• 安心・安全なクラウドサービスの普及促進

• 情報開示認定制度の運用

• ＡＳＰＩＣがＡＩに取り組む理由

– ＡＩ（特にフロンティアＡＩ）は、クラウド上で動いている

– ＳａａＳがＡＩを搭載するようになった

• すでに１０００サービスを超える －2025年ASPIC調べ



２．クラウドは「情報開示」が重要

• 情報の「非対称性」

– システム／サービスに関する情報が提供者側に
圧倒的に偏る

• システム開発との比較

設計、仕様確認、テストを提
供者と利用者が共同で実施

↓
利用者も内容を知っている

設計・製造・テストなどを提供
者側が実施

↓
利用者が見えないことが多い

システム開発
クラウドサービス

（ＳａａＳ）



３．情報開示認定制度

• クラウドサービスの提供者が利用者に適切に情
報を提供していることを認定する制度

– 総務省：情報開示指針、ＡＳＰＩＣ：認定制度の運用

• １８年間の歩み

• 実績

– ３３６サービスを認定

– 利用者の４４％が参考に －2023年ＩＰＡ調べ

ASP・SaaS
情報開示

IaaS・PaaS
情報開示

医療・特個
情報開示

ＩｏＴ
情報開示

ＡＩ
情報開示

生成ＡＩ
情報開示
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４．生成ＡＩが「情報の非対称性」を拡大

• 生成ＡＩで見えなくなるもの

• 見えるもの／見えないもの

・利用モデル
・入力データの送り先
・学習利用の有無

・ＡＩの能力・限界
・リスク対策
・モデル変更の影響

システム開発 ＳａａＳ 生成ＡＩ搭載ＳａａＳ

見える情報 見えない情報



５．生成ＡＩ利用クラウドサービス情報開示認定制度

ＳａａＳ事業者

・情報提供

利用者

・比較
・評価
・選択

認定機関
（ＡＳＰＩＣ）

・確認
・認定

※安全なＡＩを「保証」する制度ではなく、

「判断に必要な情報が適切に開示されていることを確認する制度」

情報の非対称を縮小する



６．制度設計プロセス
• AI事業者ガイドラインを中心とした国のＡＩガバナン
スの方針を具体化

・透明性

・ステークホルダーへの
情報提供

・能力限界・リスク
・アカウンタビリティ

ＡＩ事業者ガイドライン

・能力限界の公表

・適切／不適切な使用
領域

・リスク管理方針
・責任ある情報共有

広島ＡＩプロセス

・・・

ＳａａＳ事業者が「何を利用者に
開示すべきか」を具体化

生成ＡＩ利用クラウドサービス
情報開示指針



７．具体的な開示項目

• 利用者は何を知ることができるか

生成ＡＩの利用状況

・ＡＩの利用範囲
・利用モデル 等

データの取り扱い

・入力データ
・保存・学習利用 等

ＡＩ特有リスク対応

・誤回答・有害出力
・情報漏洩・権利侵害 等

ＡＩガバナンス

・管理体制・リスク管理
・人による監督 等

利用者への説明・支援

・適切／不適切な利用
・問い合わせ・障害対応

「ＡＩを使っています」だけでなく、「どう使い、どう管理しているか」まで開示



８．情報開示認定のプロセス

• 情報開示を第三者が確認し、利用者の選択
につなげる

申請 審査
確認・
修正

認定

情報
公開

利用者の
比較・選択



ＡＩガバナンスを「行う」だけでなく、
利用者から「見える」ものにする

情報開示+第三者確認→利用者の適切な選択
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